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令和４年第３回龍ケ崎地方衛生組合管理者等会議 

 

と き 令和４年５月６日（金）午後３時 

ところ 龍ケ崎消防署 会議室 

 

１．開 会 

２．管理者挨拶 

３．協議事項 

（１）３組合統合に向けた令和４年度の協議体制について 

（２）新組合議会の課題について 

（３）今後のスケジュールの確認について 

（４）その他 

４．閉 会 
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１．龍ケ崎地方衛生組合管理者等会議出席者名簿 

藤 井 信 吾  管 理 者（取 手 市 長） 

萩 原   勇  副管理者（龍 ケ 崎 市 長） 

根 本 洋 治  副管理者（牛 久 市 長） 

佐々木 喜 章  副管理者（利 根 町 長） 

野 澤 良 治  副管理者（河 内 町 長） 

筧   信太郎  副管理者（稲 敷 市 長） 

中 島   栄  副管理者（美 浦 村 長） 

千 葉   繁  副管理者（阿 見 町 長） 

 

１．３組合事務局 

龍ケ崎地方衛生組合 

荒 井 久仁夫  事 務 局 長 

風 見 光 三  事務局次長兼総務課長 

杉 山   晃  参 事 兼 施 設 課 長 

浅 野 大 樹  総 務 課 主 査 

稲敷地方広域市町村圏事務組合 

澁 谷 明 宏  事 務 局 長 

斉 田 典 祥  事務局次長兼管理課長 

龍ケ崎地方塵芥処理組合 

小 杉   茂  事 務 局 長 

川 崎 幸 生  事 務 局 次 長 

                                         

午後２時４５分開会 

○荒井事務局長 それでは，定刻前ですが，ただいまより龍ケ崎地方衛生組合管理者等会

議を開催いたします。 

 まず初めに，管理者より御挨拶を頂戴したいと思います。 

○藤井信吾管理者 皆さんこんにちは。連休の中日のところを御出席いただきまして，あ

りがとうございます。 

 当組合の業務に対しましては，様々皆さん方に御尽力いただいているところでございま

すけれども，３組合の統合に関する事項について，さらに一つずつ詰めていきたいという

ふうに思っているところでございます。 

 今回も塵芥組合，そして稲広組合の職員も同席の上，会議を進めていきたいと思います

ので，よろしくお願いします。 

 また，稲広と衛生組合で管理者会の視察をやっておりましたけれども，一昨年は１日に
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短縮，昨年は開催できなかったということの中で，今回取りあえず，その日程だけは気に

しておりましたけれども，先ほど10月の３，４，５ということで確定してほっとしている

ところでございます。 

 それでは，どうぞよろしくお願いいたします。御挨拶に代えます。 

○荒井事務局長 ありがとうございました。 

 次に，資料の確認をさせていただきます。 

○風見事務局次長兼総務課長  本日の資料について確認させていただきます。 

 本日の資料につきましては，先週４月28日に事前配付させていただいたものとなります。 

 まず，本日の会議次第が１枚です。 

 次に，資料１，稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会の組織体制案というものが

１枚ございます。 

 次に，資料２といたしまして，稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会規約の案で

ございます。 

 次に，資料３，稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会幹事会規程，こちらの案で

ございます。 

 次に，資料４，稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会組織・人事・給与分科会規

程案，こちらが資料の４です。 

 資料５は，同じく財政・管財分科会規程の案となっております。 

 続きまして，同じく資料の６です。こちらも分科会の法制分科会規程の案となっており

ます。 

 次に，資料７です。稲敷・龍ケ崎地方３組合経営検討幹部会議要綱案でございます。 

 続きまして，資料８，新組合議会の課題ということで，Ａ４，１枚ございます。 

 続きまして，資料９，こちらは稲敷・龍ケ崎地方３組合構成市町村の現況ということで，

Ａ３のものを折り込んだもの，こちらが１枚ございます。 

 最後に，資料10です。稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化（新組合設置）計画工程表

です。こちらはカラーのものです。こちらが１部ございます。 

 本日の資料は以上となりますが，よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○風見事務局次長兼総務課長  ありがとうございます。 

○荒井事務局長 それでは，会議の議長につきましては，管理者にお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○藤井信吾管理者 それでは早速，協議事項の１，３組合統合に向けた令和４年度の協議

体制についてということを議題に供します。 

 今年度は，統合に向け，本格的な協議，また併せて詳細な事項についても協議を進めて

いくことになります。そのようなことから，今年度は統合に向けて協議会を設置し，３組
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合統合に関する意思決定機関として位置づけていきたいと考えております。 

 それでは，協議会の設置について，事務局のほうから説明をお願いします。 

○風見事務局次長兼総務課長  それでは，協議会の設置と幹事会，分科会につきまして御

説明させていただきます。 

 資料につきましては，資料１から資料７までを順番に御説明したいと思いますので，御

用意をお願いいたします。着座にて失礼いたします。 

 まず，資料１ですが，稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会の組織体制案として

ございます。 

 組織図の一番上にございます協議会は，３組合の管理者により規約を締結していただき，

設置をいたします。協議会のメンバーは，３組合の正副管理者，８人の構成市町村長とし，

会長には，母体となる稲敷広域市町村圏事務組合の管理者に就任をしていただき，衛生組

合，塵芥組合，両組合の管理者に副会長をお願いできればと考えております。 

 次に，協議会の下に分科会と幹事会を置いてございます。 

 左から，まず組織・人事・給与分科会，こちらは行政組織及び人員配置に関することと

給与制度に関することを担当していただき，構成メンバーは，構成市町村の人事担当課長

と３組合の幹部職員としております。分科会会長は，統合の母体となる稲広組合の事務局

長としてございます。 

 次に，財政・管財分科会です。こちらは，経費支弁に関すること，つまり分担金の負担

割合です。そして，事務所の整備に関すること，こちらは費用も発生することになると見

ております。そして，財産管理に関すること，こちらは基金も含めた３組合の財産処分な

どについてでございます。 

 このようなことを担当していただきまして，構成メンバーは，構成市町村の財政担当課

長と３組合の幹部職員としてございます。分科会会長は，主たる事務所を計画では塵芥処

理組合の事務所としておりますので，塵芥組合事務局長としてございます。 

 次に，法制分科会です。こちらは，例規の整備や新組合初議会の議案の調製などを担当

していただき，こちらの構成メンバーは，構成市町村の法制担当課長と３組合の幹部職員

としてございます。こちらの分科会の会長につきましても，統合の母体となる稲広組合の

事務局長としてございます。 

 続きまして，幹事会です。こちらは，統合に向けたスケジュールの管理や分科会の統括

及び進行管理，構成市町村との連絡調整などを担当し，構成メンバーは，構成市町村の広

域行政担当課長と３組合の幹部職員としております。 

 こちらは，これまでの３組合経営検討委員会に当たるもので，これまで同様，８市町村

で構成される衛生組合がこの事務局を担当していきたいと考えておりますので，幹事長は

衛生組合の事務局長としてございます。 

 また，協議会の下に附属機関として，これまで同様，３組合間での調整のための幹部会
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議を，また協議会の事務局も，これまで同様，衛生組合としており，委員長は衛生組合事

務局長としてございます。 

 続きまして，資料の２をお願いいたします。こちらは，３組合の管理者に締結していた

だく協議会規約の案でございます。 

 １ページ目，真ん中より少し下になります第３条ですが，協議会の協議事項がございま

す。 

 まず，現時点では，まだ案となっております稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化（新

組合設置）計画に関する事項，次に，３組合の統合及び複合化に関する連絡及び調整に関

する事項，次に，３組合の統合及び複合化に関する情報の提供に関する事項，そして前３

号に掲げるもののほか必要な事項としております。 

 次に，２ページ目を御覧ください。 

 ２ページ目，真ん中になります。第８条，会議等でございます。 

 協議会の会議は，会長が招集し，会長が議長となるとしております。協議会は，これま

で同様，８人の首長さんがそろう衛生組合の管理者等会議に合わせての開催を想定してお

りますが，その場合であっても，衛生組合管理者等会議を一旦閉じ，改めて会長に協議会

として仕切り直して進行していただくということを想定しております。 

 次に，第９条において幹事会の設置，３ページ目になりますが，11条において分科会の

設置を規定しており，第11条第２項分科会の名称及び分掌する事務は，一番最後の４ペー

ジにございます別表のとおりとしてございます。 

 ページ戻っていただきまして，３ページになります。 

 12条，こちらが事務局の設置でございまして，第２項において衛生組合に置くとしてお

り，第13条において附属機関として幹部会議を設置してございます。分科会や幹部会議の

組織，運営，その他必要な事項は，会長が別に定めることとしております。 

 次に，第14条の経費ですが，費用は衛生組合の予算から支出するとしておりますが，た

だし書きで，その費用は３組合が３分の１ずつ分担するとしており，稲広組合，塵芥組合

の両組合から負担金として頂くことを想定しております。 

 協議会規約につきましては，以上となります。 

 続きまして，幹事会及び分科会の規程でございます。 

 資料３をお願いいたします。こちらは，幹事会の規程でございます。 

 第２条に，幹事長は衛生組合の事務局長，第３条で，副幹事長は稲広組合，塵芥組合の

事務局長をもって充てるとしております。 

 第４条に，幹事として３組合の構成市町村広域行政担当課長をもって充てるとしており，

幹事は，幹事会の構成員として事務を掌理し，幹事会の意思決定に加わるとしてございま

す。 

 第５条は会議の規定となっており，第６条に関係職員の出席ということで，幹事長は，
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規約第11条に定める分科会に所属する職員，その他必要と認める者を会議に出席させ，意

見もしくは説明を聴き，または資料の提出を求めることができるとしてございます。 

 また，２ページ目の第７条になりますが，報告として，幹事長は幹事会の協議の経過及

び結果について協議会に報告するものとするとしております。 

 幹事会の庶務は，衛生組合が処理いたします。 

 次の資料４から資料６，こちらは各分科会の規程となってございます。資料４が組織・

人事・給与分科会，資料５が財政・管財分科会，資料６が法制分科会の各規程となります。 

 それぞれの規程ですが，第２条に協議事項，第３条に組織，第４条に分科会長，第５条

に副分科会長について定めており，先ほど資料１の組織図のほうで御説明した内容を記載

しております。 

 ２ページ目の中段より下になりますが，第８条です。こちらには代理出席としまして，

委員は分科会長に届出を行った上で，自身が指定する当該構成市町村の担当者を代理出席

させることができると規定しております。 

 これは，詳細な内容の協議となる場合もございますので，内容によっては，課長さんで

はなく実務担当者，例えば課長補佐さん，係長さんが出席し，協議に参加していただけれ

ばと考えているところでございます。 

 先ほどの幹事会の規程には，代理出席の規定は設けておりませんが，幹事会はスケジュ

ール管理や分科会の進行管理など，取組全体の協議を行うこととなりますので，代理出席

の規定は設けてございません。 

 続きまして，資料７をお願いいたします。３組合経営検討幹部会議要綱となります。 

 ３組合幹部会議につきましては，これまでも会議を行っておりましたが，今回の協議会

及び分科会の設置に伴い，改めて要綱を定めるものでございます。 

 会議などにつきましては，これまでと同様進めていくわけでございますが，真ん中より

少し下になります第３条第４項に，会議の結果は，委員長が必要に応じ，協議会に報告す

る旨を定めてございます。 

 協議会の設置案及び幹事会，分科会についての説明は以上でございます。 

○藤井信吾管理者 御苦労さまでございました。 

 ただいまの協議会の設置について，御意見ございましたらお願いします。 

○根本洋治副管理者 一ついいですか。 

○藤井信吾管理者 はい。 

○根本洋治副管理者 この３組合が一緒になったら，名前，会長というふうにするの，管

理者じゃなくて。 

○荒井事務局長 はい。 

○根本洋治副管理者 名称は。 

○荒井事務局長 通常行っております管理者等会議のその管理者とはちょっと区別したい
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と考えておりまして，名称については会長ということで考えました。 

○根本洋治副管理者 ちょっと僕は違和感を感じるんですけれども，我々が首長としてね，

その中で会長って何となく，僕らもいろいろな充て職あるけど，あれがあるのか，社会福

祉協議会なんかは会長だもんな，あれは。管理者じゃ駄目なんだ。 

○荒井事務局長 いえ，駄目ということはないと思うんですけれども，決めだと思います。 

○根本洋治副管理者 会長じゃ，何ていうか，管理者でもいいような気がする，俺個人的

にはね，思うし。あともう一つね，副会長２名というのは，８人しかいないので，管理者

１人と，あと管理者代行みたいな，何か仕事があって行けなくなった場合はその方に行く

というような感じで，そこは何となく，いかにも組合が一緒になったからあれですよとい

う，そのほうがいいのかなという，私個人では思います。 

○藤井信吾管理者 いかがいたしましょう。私は，呼称の問題は，ちょっと対案がありま

せん。 

 副会長は，２名じゃなくてという話は，結局この副会長という位置づけが，塵芥組合の

ほうと衛生組合のほうから入る，ここの管理者が入るという意味で副会長という意味なん

だよね。 

○荒井事務局長 はい。 

○藤井信吾管理者 多分，根本さんがおっしゃっているのは，ここにいらっしゃる皆さん

が，みんなが副会長になるような互恵互助の精神で今までもやってきているのでという意

味合いだと思いますよね。 

○根本洋治副管理者 僕は，そう，はい。 

○藤井信吾管理者 何か事務局ありますか。 

○中島 栄副管理者 管理者２人だけでいい，組合三つあるんだから。 

○藤井信吾管理者 また，意見集約が必要なときは皆さんでお諮りするということ前提に，

副会長は，３組合のうちの塵芥と衛生が副会長で入るということでいいですか。もうだっ

て，また結局，集約していく意味が崩れちゃうから，呼び方は，私はありません。どうで

すか。 

○根本洋治副管理者 何か我々，会長というのは何となく，管理者でいいような気もする

し，いつまでも三つ一緒になって，その配慮というのは，３組合からその長になるという

んじゃなくて，もう一つとして，考え方としてね，どういう考えとしたほうがいいのかな，

いいんじゃないかなという思いなんですよ。もう皆さんと一緒に，いろいろなことを管理

者は管理者でやったほうがね。名刺もまた。 

○藤井信吾管理者 じゃあ，何か主席管理者とかにしますか。 

○根本洋治副管理者 ただやっぱり，もし管理者に何かあった場合は，その代行するとい

う人はちょっと誰か，その中でも管理者の中の，副管理者の中の代行する年長者とかね，

決めてもいいんでしょうが，やっぱり副管理者みたいな感じで１人決めておくというか，
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３人は要らないと思うんだよな。それは，私個人のあれですけど。 

○中島 栄副管理者 個人の問題は後にしてよ。 

○野澤良治副管理者 でも，協議会となっているから，やっぱりどうしても会長ってなっ

ちゃいますから。 

○千葉 繁副管理者 協議会だから。 

○中島 栄副管理者 協議会だからいいんだよ。 

○千葉 繁副管理者 我々に御配慮いただいているのはありがたいんですが，これで結構

だと思います。 

○根本洋治副管理者 首長がさ，会長なんていうと，何だかちょっと違っている。 

○藤井信吾管理者 いや，協議会ですから。 

○根本洋治副管理者 いや，別にこれでいいんですよ。 

○藤井信吾管理者 いいんですか。 

○根本洋治副管理者 うん。 

○藤井信吾管理者 であれば，根本市長さんから出ている趣旨の互恵互助の精神でしっか

りお互いの意見を聞きながらやっていきますよということを前提にして，この規約のよう

な形で進めさせていただいてよろしゅうございますか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○藤井信吾管理者 では，そんな形でよろしくお願いいたします。 

 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○藤井信吾管理者 それでは，本日付でこの協議会を設置するということにしたいと思い

ますが，よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○藤井信吾管理者 ありがとうございます。それでは，今後の３組合統合に関する協議に

ついては，この協議会の中で行うことといたします。 

 次に，協議事項の２となります。新組合議会の課題についてということです。 

 それでは，資料の説明をお願いします。 

○風見事務局次長兼総務課長 それでは，資料の８，資料の９を御用意いただきたいと思

います。 

 まず，資料の８でございます。 

 こちらは，新組合議会の課題ということで，３組合統合による新組合が発足するまでに

協議を進めておくべき課題について，ざっくりとですが，６項目挙げさせていただきまし

た。 

 まず一つ目は，議員定数の考え方でございます。 

 議員定数については，議員の皆様から様々な御意見があるのではないかと思っておりま
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すが，今回，３組合に関する構成市町村の現況といたしまして，この資料９を作成いたし

ました。 

 この資料９，こちらは３組合への各市町村の関与の状況が一つ目です。②といたしまし

て，３組合への分担金や負担の割合です。こちらは令和３年度の決算額でございます。三

つ目といたしまして，３組合議会議員の割合ですね，こちらは総数に占める割合です。を

表にしたものとなっておりまして，今後協議をしていただく際の参考になればと思いまし

て作成したものでございます。 

 それでは，資料８のほうに戻ります。 

 二つ目でございます。二つ目の課題は，統合時の３組合議会議員の身分についてでござ

います。 

 これは，現在の計画では，統合の手法といたしまして，稲広組合に塵芥組合，衛生組合

が吸収される形の統合，こちらを想定していることから，塵芥組合，衛生組合の２組合の

議員は失職，稲広組合の議員はそのまま残るという，新たな議員定数に合わせるよう調整

をしていくことになろうかと思いますが，ほかの考え方もあるかと思いますので，こちら

についても御協議いただければと思っております。 

 三つ目は，議員報酬及び費用弁償についてでございます。 

 こちらの計画では，３組合議会議員の報酬額，こちらについては茨城県内一部事務組合

の平均とほぼ同一水準であることから，据え置くことを基本としているところでございま

す。 

 続きまして，四つ目の課題です。本会議場の場所についてでございます。 

 こちらの計画では，組合の主たる事務所は現在の塵芥組合さんの事務所としてございま

すので，本会議場についても，現在塵芥組合さんで議会を開催している３階の議場とする

のか，また，それともそれ以外の場所を指定するのかについて御協議いただければと思っ

ております。 

 五つ目でございます。新組合議会の運営体制，常任委員会の設置などについてでござい

ます。 

 こちらの計画では，現在３組合が行っている事務，それごとに委員会を設置するような

議会の構図を基本的な考えとしておりますが，こちらについても御協議いただければと思

っているところでございます。 

 最後六つ目につきましては，その他必要な事項ということで記載をさせていただいてお

ります。 

 簡単でございますが，説明は以上でございます。 

○藤井信吾管理者 事務局，説明ありがとうございます。 

 これから，新組合の設置に向けまして議会運営に関する協議を，これは当然，各構成市

町村の議会のほうで進めていただくわけですけれども，協議していただく事項として，こ
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こにあえて課題を挙げたということであります。 

 その中で，やはりまず新組合議会の議員定数に関しまして，各議会からもいろいろな御

意見があるのではないかというふうに思っております。まずは，その協議会のほうから，

新組合議会の課題と３組合に関する構成８市町村の現況を，参考資料として３組合の議会

へ提示をして，それを踏まえて協議が進んでいくもの，協議を進めていくべきものという

ふうに思います。 

 できれば，協議会と３組合議会の間で率直に情報の交換や意見交換などを行いながら，

協議を進めていければと思っております。何か御意見がありましたら，お願いいたします。 

○萩原 勇副管理者 いいですか。 

○藤井信吾管理者 どうぞ。 

○萩原 勇副管理者 この資料９なんですけれども，稲広，①，②ですね，稲広は何でこ

れ三つに分かれているんですか，これ。 

○藤井信吾管理者 事務だったね。 

○萩原 勇副管理者 事務と消防と水防で，これは何で分けた。 

○藤井信吾管理者 ちょっと事務から説明ください。 

○萩原 勇副管理者 これは一緒じゃまずいの，あまり変わらない予算ですけど。消防だ

けはね，あれですけど。事務と水防はそんな変わらないですもんね。 

○藤井信吾管理者 これを作成した意図を言ってください。 

○荒井事務局長 これは，稲広さんの組織，そして分掌事務と，あとは予算措置などもあ

りますけれども，ここは明確に分かれているものですから，共同処理をする事務としては

三つに分けさせていただいたところです。 

 塵芥についてはごみ処理だけ，衛生についてはし尿処理だけなんですけれども，稲広組

合については，消防，水防，そして事務局ということではっきりと各部門も分かれている

ものですから，そこは共同処理する事務として分けさせていただきました。 

○藤井信吾管理者 ほかには。 

○萩原 勇副管理者 大したことじゃないですけど。 

○藤井信吾管理者 はい。ありがとうございました。 

 ほかに何かございますか，確認事項とか。 

○千葉 繁副管理者 いいですか。 

○藤井信吾管理者 はい，どうぞ，阿見町長さん。 

○千葉 繁副管理者 この表の作り方でこの間もちょっとお話をさせていただいたと思う

んですが，それが反映されていないので残念に思います。 

 なぜそうならないかというのは，何か意図があるのか分かりませんけれども，基本的に，

議員の構成人数というのは，かなりシビアなところがあるのではないかと思います，各市

町村で。それを，どこを基に参考にしてその割り振りをするかというのは，物すごく大き
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なハードルになるんではないかなと思っていまして。 

 私のところは，後から稲広にも入ったのでね，そんなに人数いっぱい出してくださいみ

たいな形はないですけれども，これをちょっと見てもらうと分かるんですけれども，塵芥

組合がこの三つですよね，龍ケ崎市さん，利根さん，河内さんと。我々は入っていません

けれども，クリーンセンター，牛久市さんもそうですけれども，それでやっぱり自分で費

用を払ってやっているわけですよね。そこが，そのやつが酌み入れられていないのはちょ

っとどうかなというふうに思っておりまして，これはきっと稲敷市さんも美浦村さんそう

だと思うんですよ。 

 そういうのをなかなか出すのが難しいのかなと，この間も話しましたけれども，そこを

割り振っていかないと，最終的に，この全部の圏域のいろいろなやつがうまく議員に反映

されないんではないかなという思いがあります。 

 この間からちょっと時間があったのに，これは，基本的には，あのときにその話をさせ

てもらって，内容が難しかったから今日に間に合わなかったのかもしれませんけれども，

何かできない理由があれば，ちょっと聞かせてもらいたいんです。 

○藤井信吾管理者 事務局。 

○荒井事務局長 千葉町長さんのところにお邪魔させていただいたときには，今お話があ

りましたように，いろいろな考え方の下で御指摘を頂いたところです。特に印象に残って

いるのは，最後のほうに御指摘いただきました人口割という部分が印象に残っているんで

すけれども，その人口割を定数にどのように反映させていったらいいかというのが，明確

に答えが出せませんでした。 

 というのは，取手市さん，一番人口が多いところなんですけれども，この共同処理をし

ている事務を見ていただくと，やはりし尿処理だけの一つになってしまいます。分担金に

つきましても，やはり少ないほうになってしまいます。その辺で，その人口割というもの

をウエートとしてどの程度考えて反映させていったらいいのかとか，そういったものがど

うしてもまとまりませんでした。 

 やはりまずは，これは事実の資料なものですから，これは３組合のまずは全員協議会で

説明をさせていただければなと，説明というか提示をさせていただいて，事務なりの説明

をさせていただく。 

 その次に，構成市町村の議会の全員協議会，そちらのほうも予定をもう組んでございま

す。そちらのほうにも，同じ資料として，事実としてこういった資料を提示させていただ

いて，あとは議論をしていただくしかないのかなという思いで，このままにしました。す

みません。 

○千葉 繁副管理者 人口割だけではなくて，私，あのとき申し上げたのは，皆さんが判

断しやすいような資料を出してあげてもらいたいというようなお話をさせてもらったと思

うんですよ。人口割だけじゃないと思います。印象があったのはそれなんでしょうけれど
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も，人口割ということになると取手市さんの話も出てくるので。 

 ですから，統合した中で，その割合的なということになるとどんな形で進んでいったほ

うがいいのかという，今いろいろな資料，データが必要だと思ったので，その話をさせて

もらったんですけれども，これから全協でいろいろな，三つやるんですよね。それぞれに

きっと出てくると思うので，これ，今，今日のこの話合いというのは，その方針を決める

ところですか。 

○荒井事務局長 まずは，協議会としても御意見，参考になるようなものがあれば，事務

局としてそれを把握しておきたいなという思いがあります。 

○千葉 繁副管理者 そうですか。 

○藤井信吾管理者 本当にこれは私見ですけれども，今，千葉町長さんが言われたことは，

いわゆるクリーンセンターの部分を，現在の施設が，牛久や阿見の施設が今後どうなって

いくのかというところをね，その次の何年か後には必ず起きる課題を入れたときに，もう

一回見直さなきゃいかんよねというふうになっている部分なのかなと私はちょっと理解し

ました。 

 もう間違いなく次の課題なんですけれども，今この出だしのところは，その多分手前の

状態で資料が作られているんじゃないかと私は理解したんですけれども，そんな感じでし

ょうかね。 

○荒井事務局長 はい。まずは第一段階，やはり三つの組合を一つにする，これを最優先

で進めたいということで，この資料にとどめておければなと。次の広域化，複合化，斎場

のほうの関係もございますけれども，それは計画に反映させていただきましたけれども，

第二段階。最終的に，江戸崎地方衛生土木組合さんも含めた合流，これは第三段階になり

ますので，やはりその時期が，そのタイミングいつになるか分かりませんけれども，その

適切な時期に議員さんの再配分といいますか，定数といいますか，そういったものを御検

討していただく，そういった機会があればいいのかなと思いました。 

○千葉 繁副管理者 ということは，その都度その都度で，うまく配分を決めていくとい

うような理解でいいんですか。 

○荒井事務局長 その考えです。 

○千葉 繁副管理者 じゃあ，当初は，今進められているように，これ，簡単な資料です

よね，これね。今の現在やられているやつをただ振り分けただけの話であって，その中で

全協等で，この管理者のとかね，このやつで話をして，それから全協でも諮ってというよ

うなことですよね。最終的に，それ終わってから，ここで決めるんですか。 

○荒井事務局長 キャッチボールをして，最終的には，協議会とその全協のほうのキャッ

チボールをしながら，合意形成が図れればなと思っております。 

○千葉 繁副管理者 はい。それであるならば，この問題についてはシビアなところがあ

るので，注意を払ってやっていただければと思っております。 



- 13 - 

 

○荒井事務局長 ありがとうございます。 

○中島 栄副管理者 今，千葉町長が言った件も含めて，阿見のほう，それから牛久の塵

芥，それから江戸崎土木の塵芥も含めて，将来的には，どのぐらいのスパンでそこまでま

とめていこうかという，おおよその時期的なものを，これをまとめるに当たって，最終的

には，よその塵芥も入れて何年後ぐらいまでの間につくり上げていきたいんだという，そ

こも入れていかないと，はっきりした何年というのは言わなくていいから，何年後ぐらい

にはまとめて全部一緒にしたいんだということの計画もあれば，一番いいのかな。 

○荒井事務局長 ごみ処理に関して申し上げますと，今，ごみ処理基本計画，これが令和

４年度，５年度の２か年で策定をして，６年からその計画期間に入る，そういった作業が

予定されています。 

 そこにも反映させないといけないわけですけれども，まずは目安としては，更新時期が

来る約10年後，令和14年から15，16ぐらいになると思いますけれども，そこまでに第二段

階に入れればいいなと思っています。 

 その後，間を置かずに，江戸崎衛生土木さんと今の組合，順調にいっていれば三つが一

つになっているわけですけれども，その一つになった組合と江戸崎衛生土木組合さんがま

た合流，一緒になるという形で第三段階になっていけばいいのかなと思っています。 

 処理場については，２か所というのはあってもいいのかなと思います。 

○中島 栄副管理者 10年後というのも，江戸崎衛生土木は今年完成して引渡しをやるの

で，10年後だったら，また施設が古くなってしまうので，そういう長期スパンではなく，

ある程度，もう今年の８月に一応引渡しをしちゃおうという計画の中なので，そこからあ

と10年後の話が出てくると，せっかく施設を新しくしたのに，もう15年で次の話を，改修

をしていくような時期に入ってくるので，今からこの話が10年先にということになると，

江戸崎衛生土木の中の施設も，あと10年後のときにはあと５年後といったら，次の計画を

考えるしかなくなってしまう。 

 だから，あまりスパンが10年ということになると，もう完成したんだから，その部分で

もう少し短い部分，阿見さんと牛久さんの施設は，龍ケ崎もちょっと塵芥のやつは，ごみ

処理のやつは古いので，もっと早めにそういう改修の時期が来ると思うんですよ。新しく

できたところも，10年も先にとなったら，ここは同じように次の計画を同時に考えるしか

なくなってしまう。 

 そこのところは，できたところは早めに組合の中に入れるべきではないのかなというふ

うにも思うんだけれども，そういうのも考えてやっていただけるとうれしいかな。 

○藤井信吾管理者 これ，事務局さんね，今度，それを幹事会と，さっきの組織図の中に

あるところの中に，幹事会じゃないか，３組合，幹事会とやっぱりあれかね，ほとんど分

科会なんだから，やっぱりここは幹事会のような気がするけれども，そこで，第二段階及

び第三段階の協議を設けるというか，要精査事項と大きな合意の取付け方みたいなところ
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の絵を，今度の４月に，来年立ち上げるということの次の課題として明確に位置づけて，

今頂いた宿題をちゃんと前向きにやる体制をちょっと考えてくださいよ。答えはすぐ出な

いかもしれないけど。 

○荒井事務局長 分かりました。 

○千葉 繁副管理者 前もちょっと私，来たときにもお話しさせてもらったんですけれど

も，結局このうちのブロックというのは一つなんですよね，県の方針は。だけど，今の状

況を一つにするというのは，ちょっと難しい，無理なので，まず，向かっていくのは二つ

だと思うんですよ。その二つを将来どんなふうにしていくか，どの辺の割合でやっていく

か，振り分けをしていくかという，これは結構難しい問題だと思うんですよね。ですから，

それ今，藤井市長言われるように，管理者が言われるように，将来はこんな形を目指した

いという方向性というのだけは出してもらいたいんです。 

 ですから，例えばですよ，阿見と牛久が大体その耐用年数が同じになっているというこ

とになってくると，私らだって，もうこの次のをどうするか，単独でやるか，それとも広

域でやれるのか，そういうのも考えなくちゃいけない，そういったのではかなりの財政が

圧迫する状況があるので，これは，ほかのところもみんなそうだと思うんですよ。 

 ですから，組替えというか，そういったものを方向性を出していただいて説明をして，

県のほうがよければ，いや，うちは一つじゃちょっと難しいので二つの方向性を出してい

ますというので確認をしていただいて，そういった方向で進んでいくと。 

 これ，きっとね，恐らく，萩原市長は若いですけれども，私らはその頃やっているかど

うか分かりませんけれども，この時代に生きている者としてね，それ大変失礼ですけれど

も，この後３期，４期先の話ですから，これはやっぱりその方向性だけは今の代でで出し

ておかないといけないんじゃないかなと思いますね。 

 かなりの社会情勢が違った場合にはね，これは仕方ないことですけれども，その辺をち

ょっと考えていただければなというふうに思います。 

○荒井事務局長 今，方向性と出ましたけれども，計画のほうにはそういった課題……。 

○千葉 繁副管理者 この間，ちょっとその話しましたよね。 

○荒井事務局長 はい。作成をさせていただいております。 

 まずは，塵芥組合と牛久市さんと阿見町さんの更新時期が一緒なものですから，そこで

一つまとまった施設としてできないものだろうか，それが約令和十五，六年頃に重なると

思いますので，その辺を見据えた，そういった整備計画なども考慮した，ごみ処理基本計

画などができればいいなと思っています。 

 その計画に従って順調に施設の整備計画が出来上がれば，それに合わせた形で，江戸崎

衛生土木さんとの第三段階に向けた協議ができればいいのかなと思います。 

○藤井信吾管理者 美浦村長さん，計画ありましたけれども。 

○中島 栄副管理者 いや，これ，管理者の中でもそういうふうないろいろな考え方があ
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るのを，今度，各議会の中でも説明をするとなると，議会の中でも，もう今聞いたこの計

画は，10年も先になると議会もがらっと入れ替わっちゃって，継承するという部分を，取

決めを，そういうふうにもう進めていくという合意を先にもらっておいて進めていけば，

議会が替わっても，議員が替わってきても，合意がなされている中の協議だから進められ

ると思うんだけれども，なかなかそこまで早めに議会の説明も終わらせる，将来的には何

年後にこうなるものの，そういう計画を承認を今の議会でもうもらっておけば，それは途

中で覆すということはないと思うんですよね。 

○荒井事務局長 これから議会，市町村などでしますけれども，そういった話も含めて説

明のほうをさせていただきたいなと思っています。 

○藤井信吾管理者 この件はいいですか。 

 私は，この新組合議会の課題で，もう普通にスタートしているものの中のこの五つ目の

議会の運営改善のところというところが，この場で原案を作るようなものではなくて，や

はり議会の皆様方には，広域で議会を幅広くやってこられて経験値というのがあって，案

外と上手にバランスを取っておられますので，これは，いきなり８市町村の議会を集める

というよりは，こういった広域行政の経験がある熟達した人たちが意見交換とかするよう

な場の中で，現実に即した枠組みみたいなものを協議してもらいながらやるほうがいいの

かなと。 

 つまり，こう決まったからこうしなさいというような言い方が，一番議員の人が反発を

するわけでありまして，恐らく議長をどこどこ市が取ったらば，副議長はどこそこが取っ

て，議員選出の監査委員はどこそこが取るみたいなものを上手に回す力は議員さんのほう

にあるので，ちょっとそこが今どういうふうに持っていけばいいかと，ちょっとここだけ

あまり執行部側が頑張らないほうがいい課題だなと思いました。 

○根本洋治副管理者 これは，議員数は議会の皆さんが決めていただくのは，これは僕は

あまり。かつての稲広の議員のときには，やっぱり私，稲広の議員でいまして，そのとき

に牛久が１人増える増えないの結構いろいろあった経過がありますので，これは議員の方

がみんなで決めている，もう議員の方が50名といったら50名でいい，それはしようがない，

それで30人だったら30人も仕方ない，これは議員の方が決めることなので。そのときのい

ろいろな，こういう資料というか，こういう考え方ありますよ，こういう考え方あります

よ，こういう考え方，その中に今度，塵芥に関しては10年先，こういうこともありますよ，

そして，これからまた斎場なんかも，斎場もあるから，そのうちにはこうなりますよとい

うことで，そのときはそのときで，議員は，いろいろな環境が変われば，もう定数が変わ

るのは当たり前ですので，そういうこともありますよ，そういうこともありますよという

ことで，そういう話，今決めちゃうのはなかなか難しいところあるので，いろいろな状況

を説明してやって，その最終的にこうするというのは議員の人しかないので，だからそこ

を，こういうのありますよ，こういうのありますよということを言って，それで，この稲
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広でいろいろな議員も選んできているわけですから，やはり各自治体に行って，やっぱり

議員のことですから議長，それから議運委員長に話して，こういう話をしますからよろし

くお願いしますということを，やっぱり勝手に議員だけでも決められないですから，各自

治体の議会の中で，じゃあうちは何人だ，何人だということ，絶対ありますから，だから

それを説明するということが大切かなと私は思います。 

○萩原 勇副管理者 いいですか。 

○藤井信吾管理者 どうぞ。 

○萩原 勇副管理者 この統合で，僕もまだなったばかりでね，まだ大分，時間が短い間

に大分決められちゃったなという最初の思いはあったんですが，実際はいつからやってい

た問題でしたっけ。 

○荒井事務局長 これは，もう私が衛生組合に行った年から，まずは事務局の中で検討，

まずは勉強会から始めようということでスタートしたものです。 

○萩原 勇副管理者 何年ぐらいたちましたっけ。 

○荒井事務局長 今年で私４年目なんで，そこそこ……。 

○藤井信吾管理者 副管理者のほうにも情報が出て協議をするようになってから，もう既

に３年はたっていると。 

○萩原 勇副管理者 そういう始まりから，こう年表みたいなのをちゃんと書いていただ

いて，阿見，牛久，龍ケ崎が10年くらいでもう何とかするしかないという状態なんですよ

ね。 

 そうすると，お尻がここで，ここではもう絶対決めるしかないみたいなのを，やっぱり

議員さんもまだそこら辺も分かっていないんですよ。その次の段階をどうするのという，

美浦さんと稲敷市さんとがどうするのというような課題も，議員の皆さんもやっぱり分か

っていないので，だから，何か急いでいるなという感は，議員の皆さんもそう思っていま

す。 

 ただ，ここにもう決めるしかないことがあるんだからというようなことをね，何か分か

りやすいこういう表をもうちょっと出していただきたいんですよね。そうすると，僕らも，

もうここでは決めるしかないんだから，ここでは，ここの組織とか財政とか法制とか，そ

んなことを皆さんの合意形成でやるしかないという思いをちゃんと持ってもらうという話

を僕らもしていきますので。 

 ここだとね，これだけの資料だと，分厚いのを作ってもらいましたけれども，ちょっと

ね，もう何年も前からこうやって話合いをしているんだよというのを，どっちかというと

話したいんですよ。その辺の資料をまたつけてもらって……。 

○根本洋治副管理者 この10年先というのは，クリーンセンターのほうでしょう。 

○藤井信吾管理者 うん，そう，クリーンセンター。 

○根本洋治副管理者 クリーンセンターは入ってませんよ。 
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○藤井信吾管理者 だから，３組合が統合するものについての議論は，基本的にもう，要

は来年の４月実施が可能なように，早ければそれぞれの９月議会，遅くとも12月議会まで

に議決を頂けるようにというスケジュールがもう敷かれているからこそ，私も自分の能力

不足を鑑みず，一応ちゃんとそこは皆さんに迷惑かけちゃいけないなという気持ちで，そ

のスケジュールがちゃんと果たさなきゃという気持ちで臨んでいます。 

 その上で，その先に来る第二段階，第三段階の課題は，またこの３組合統合をやるとい

うことの前提として，もちろんきっちり議論をしていっていくべきだと思っているんです

けれども，統合そのものはもう待ったなしかなと思っているんですけれども，そういうこ

とで我々，実際動いていましたよね。 

○根本洋治副管理者 この先のやつは絶対まとまらないですよ。 

 ただ，これをやって，つまりその先どうなるかという話を，県のほうから指示書が来て，

そのときに，じゃあ，我々もそのときは，いろいろなクリーンセンターだとかね，どんな

ふうにしたらいいのかな，斎場にしても，斎場はあるよなというようなことなんでね。そ

こまでの議論じゃないですから。 

○荒井事務局長 議会での説明に関しましては，去年も行っていますし，３組合で分担し

て，振り分けてお邪魔させていただいて説明をさせていただいております。それは，たた

き台のときと，素案のとき，２回既に説明させていただいております。 

 今回は３回目になります。今月から来月上旬にかけまして，３組合の全協，そして市町

村の全協のほうに説明させていただきたいなと思っています。 

○藤井信吾管理者 私は，だから，議会がそれぞれに議決をして，統合するんだというこ

とを議決をしてくださらなければ，議会側で解決すべき課題は，案外皆さん，案外とは間

違いです，予想どおり皆さんのほうが知恵ありますので，どんどん議会側も改革のために

いろいろアイデアを出してくれるんじゃないでしょうか。 

○佐々木喜章副管理者 まず，市町村議会へ行って，全協の中で説明してくれるんですよ

ね。 

○荒井事務局長 まずは，３組合のほうを先にやりたいなと思っています。 

○佐々木喜章副管理者 ３組合の後に。 

○荒井事務局長 はい。 

○佐々木喜章副管理者 後に行って説明するということ。 

○荒井事務局長 後に市町村議会にしていきたいなと思っています。 

○佐々木喜章副管理者 その中で結構聞こえてくるものもあると思うので，その中でいい

ように，コントロールと言うとおかしいけれども，まとめていければいいのかなと思いま

すね。 

 誰でも，先ほど言いましたけれども，阿見さん，牛久さん，龍ケ崎，利根町，河内さん

と稲敷と美浦さんと計算はしていると思うので，あと何年もつかというのが。そういう情
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報も入り乱れているんだけれども，結構細かいところまでは分かっていない点はあるので，

説明しながら納得させていただければ，早く進むんじゃないかなと思いますよね。 

○荒井事務局長 はい。ありがとうございます。 

○根本洋治副管理者 いいですか。 

○藤井信吾管理者 どうぞ。 

○根本洋治副管理者 うちの，こんなことを言ったらちょっとあれなんですけれども，担

当する職員からあって，三つの組合が一緒になってもそんなにメリットはない。メリット

というのは，要するにお金のほうで，経費のメリットはないという話をはっきり言う職員

もいるんですよ。 

 でも，それは違うだろう，確かにお金のメリットはないけれども，もっともっといろい

ろな人的な交流とか，その先進んだ，これからのクリーンセンターとか斎場とか，いろい

ろなことをする一つのステップなんだよという話をしているんですよね。 

 ですから，ここでは，そういうことで，こういうことをやることによって，この稲敷広

域のもっともっと圏域の仕事を考えていかなきゃいけないだろうという話を僕は職員には

しているんですけれどもね。だから，そういうふうに考えて，議員さんたちも考えていた

だけるようになればというような話をしています。 

○藤井信吾管理者 ありがとうございます。 

 私は，萩原さんが着任する前の管理者会で話をしていたことなんですけれども，やっぱ

り広域の事務組合は，あまり小さい事務組合だと人的資源が限られているので，やはり学

びの場が少ないというか，仕事の職能が広がっていかないというところがあるので，そこ

を広域で複数の組合が統合することによって，そしてまた，各市町村のそれぞれ経営とか

企画とかの人たちと，新しいものを統合する準備会というような形の中で一緒に仕事をす

ることで大きく成長するというところに，非常に大きいプラスの効果があると思っていま

す。 

 コストカットのところは，どうも最初で書かれた内容は，３組合統合による共通経費の

削減みたいなところだったんですけれども，それは，じゃあどの年度からそれだけ刈り取

っていくのかというところを考えると，出だしがちょっと遅れたりすると思ったほど出な

いかもしれませんけれども，もうそれを超えるメリットが大きくあるんだということで進

めていくものかなと思いますけど。 

 ほかにございませんか。 

 じゃあ，これ，１から６まで書いてあるけれども，これ，今日この場で触れられていな

いテーマがあってもいいのですか，これは取りあえず。 

○荒井事務局長 はい。それはそれで。 

○藤井信吾管理者 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○藤井信吾管理者 それでは，今後のスケジュールの確認，少し話が出ていますけれども，

（３）今後のスケジュールの確認のところについて，説明ください。 

○風見事務局次長兼総務課長  それでは，資料10をお願いいたします。 

 こちらは，今年度，統合に向けた取組の工程表の案となってございます。 

 大きく上から，統合・複合化全般ということで，茨城県との調整などについてのスケジ

ュールについて。次，真ん中少し上ですね。議会，こちらは市町村議会及び３組合の議会

でのスケジュール。次に，真ん中から下になりますね。こちらが先ほど御協議いただきま

した統合・複合化協議会，こちらに沿ったスケジュールとなってございます。 

 一番下，下から２行目までですね，こちらのごみ処理の広域化，斎場事務の複合化につ

いての記載がございますが，こちらは継続的な協議として適宜行っていくものとして記載

をさせていただいております。 

 まず，５月でございます。全般のところの一番上です。５月の一番上にあります緑の丸

になります。本日の衛生組合の管理者等会議がございまして，協議会の設置などに関する

協議を現在していただいたところでございます。 

 協議会の設置につきましては，了承を頂きましたので，その後，５月19日に衛生組合，

５月23日の午前中には塵芥処理組合，同じく23日の午後には稲広組合の議会全員協議会が

それぞれ開催されます。そちらのほうへ，こちらの協議会の設置，また，現在御説明して

おりますスケジュールなどについて御説明をさせていただきたいと考えております。 

 協議会の設置に伴いまして，幹事会，分科会も設置されることとなります。今月の17日

には，第１回の協議会の幹事会の開催を予定しており，そこで各分科会の協議事項や，そ

の協議のスケジュール調整などを行いまして，その後，各分科会での協議がスタートされ

ることとなります。そこで協議した内容などにつきましては，幹事会を通しまして，協議

会のほうへ報告を行うということになります。 

 その協議会についてでございますが，第１回目の協議会を６月28日の火曜日，こちらに

開催を予定しております。その協議会で，その時点での協議の状況についての報告や，現

在まだ案となっております新組合設置計画，こちらについて決定をしていただければと考

えているところでございます。 

 議会での協議につきましては，先ほどありましたように，協議会と３組合の議会全員協

議会が意見交換を行いながら，議員定数など，３組合統合時の議会の課題につきまして御

協議をいただきたいと考えているところでございます。 

 また，構成市町村の議会におきましても同様に，適宜報告をし，協議などをしていただ

きたいと考えているところでもございます。 

 協議会，各分科会，各議会での協議を踏まえまして，こちらにありますように，議会の

欄の12月のところに紫の丸がございます。遅くとも令和４年の12月の各構成市町村の議会

定例会には，この３組合統合に関する議案の上程をしていただきたいと考えておりますの
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で，そこへ向けてスケジュール管理を行い，必要な協議を進めていくこととなります。 

 構成市町村におきまして，統合に関する議案が可決成立された場合には，茨城県への申

請や届出，また例規の最終調整，次年度当初予算の議決，新組合の人員配置などの決定を

経て，令和５年４月１日を目標としておりますが，新組合の設立，その後，新組合の初議

会の開催という工程の案となっております。 

 説明は以上でございます。 

○藤井信吾管理者 このスケジュールについては，御質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○藤井信吾管理者 それでは，それぞれに，これも一つの内容ということで，市町村に出

向いたときには大事な柱ですので，説明，要点を得て，ポイントをしっかり押さえて，最

初でつまずかないように，これをしっかり丁寧に説明してきてください。よろしくお願い

したいと思います。 

 この件については，よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○藤井信吾管理者 ありがとうございました。 

 それでは，その他ということで，何かその他の議案がございますか。 

 どうぞ，稲敷市長。 

○筧 信太郎副管理者 うち，今年11月に市長選があって，任期が満了するのが11月なん

ですけれども，12月に市議会選の予定があるんです。市議会選と首長選を同時期のほうが

いいんじゃないかという話が出ていまして，今のところ，11月の後半に市長選と議員選を

やろうという話があります。 

 そうなってくると，12月議会が11月の上旬にやるような話になっています。なった場合

に仮定して。そうなってくると，議員さんの任期が12月20日ぐらいまであるので，臨時議

会を開けるのが12月20日過ぎになっちゃうんですね。だから，その辺で，これらの日程大

丈夫かなというのがちょっとあったんですけど。 

○藤井信吾管理者 なるほど。それだと，個別のテーマだから，ちょっと議会ルール，要

するに新しく選出された人で議決をしたいということですよね。 

○筧 信太郎副管理者 になるのか，それとも11月の上旬で，それに間に合うかどうかと

いうことですよね。 

○荒井事務局長 そうすると，11月上程ですと，もう10月頭には内容が固まっていないと，

説明できるような状況になっていないと無理だと思いますので，それはちょっと厳しいと

思います。 

○筧 信太郎副管理者 そうなってくると，新しく入れ替わった，選挙やった新しいメン

バーで臨時会をやるんですけれども，そこでまたそこに追加議案という形で出すとなると

12月20日過ぎちゃうんだけれども，それで時期的なものは大丈夫ですか。 
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○荒井事務局長 市町村課との協議も行うしかないんですけれども，その辺，４月１日目

標で動いていますので，そのあたりで，こちらで出しているスケジュール感を，各市町村

から頂いた，いろいろと出してきましたけれども，それでこちらもスケジュールを出して

いるので，市町村課のほうでゴーサインが出れば，それはそれで問題ないということであ

れば，それはそれで進めさせていただきたいなと思います。 

○筧 信太郎副管理者 まだ，ちょっと日程が出ていないので，まだ何ともなんですけれ

ども，一応何となくそういう今方向になっているので，一応その辺の日程がちょっとタイ

トだなと思ったので，一応情報入れておかないと。 

○荒井事務局長 ありがとうございます。 

○藤井信吾管理者 ありがとうございます。 

○中島 栄副管理者 市長だって，県会議員の選挙もあるから，市議会は，県会議員に一

緒にくっつけてやってもいいんじゃないの，別に。 

○筧 信太郎副管理者 それをやっちゃうよりは，首長選とあれがあまりにも近いので，

できれば前倒しして市長選と議員選を一緒にやってもらって，県会はあくまで県のほうが

日程を出さないと分からないので，県会ももうないんじゃないですか，分かんないけど。

できれば，そういうふうなこっちに合わせていたほうが，一般の市民的には，ちゃんとそ

の辺の日程合わせたんだよというところにみんなアピールしたいところもあるので。 

○根本洋治副管理者 市長を延ばしちゃうべ。駄目か。 

○筧 信太郎副管理者 いや，特例があるので。市長には，その辺，あるのはあるんです

よ。特例があって，90日以内なので，俺が県会選まで任期を延ばしてもいいんだけど。 

○藤井信吾管理者 あるんですか，それ。 

○萩原 勇副管理者 前，一緒にやりましたよね。前，一緒にやりませんでしたっけ。 

○筧 信太郎副管理者 やんない，やんない。 

○萩原 勇副管理者 やっていなかったでしたっけ。 

○筧 信太郎副管理者 だから，前は，市議会選があるんだけれども，その２週間前に首

長だけやっちゃったことがあるんですよ。その２週間，それなら，それぐらいずらせなか

ったのかという御意見もあったので。 

○藤井信吾管理者 確認してください。 

○荒井事務局長 はい。 

○筧 信太郎副管理者 一応，市長選，11月10日ぐらいに議会はやるような話になってい

ますので。 

○荒井事務局長 分かりました。ありがとうございます。 

○藤井信吾管理者 じゃあ，ほかにはございませんか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○藤井信吾管理者 それでは，怒涛のラッシュですが，稲広事務局と衛生組合の事務局で，
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10月３日からのやつ，行き先と日程組みを検討ということに。 

○荒井事務局長 はい。 

○藤井信吾管理者 それでは，以上をもちまして衛生組合の管理者等会議を終了させてい

ただきます。ありがとうございました。 

午後３時５４分閉会 

 


